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RANKING

TEAM
RANKING

Kei Cozzolino Takuro Shinohara

RESULT

DATA

予選 決勝

ケイ
コッツォリーノ 篠原 拓朗

Q1：篠原 拓朗（1'36.173）
Q2：ケイ・コッツォリーノ（1'35.737）

ベストラップ
1'37.568（ケイ・コッツォリーノ） 

(14points) (20points)

厳しいコンディションの中で行われた岡山での開幕
戦で上々のスタートを切った PONOS RACINGは、
第２戦富士に臨んだ。予選、決勝とも晴天となり、
両日ともにドライコンディションで、予選では過去
最高順位の 5位を獲得し、順調な滑り出し。
決勝では、絶妙なタイミングでのピットインを敢行
し、一時はレースリーダーに立つ場面を見せるなど、
表彰台は逃したものの、結果以上に内容のあるレー
スを展開し、今後に向け、大きな手応えを感じる
一戦となった。

開催サーキット：　静岡県・富士スピードウェイ（1周 4.563km）
日次：　5 月 3日（土） / 4 日（日）
天候：　3 日：晴れ / ４日：晴れ
来場人数：　82,500 人（3日：33,300 人 / 4 日：49,200 人）

FUJI SPEEDWAY
3 Hours Race

 9th  8th

 5th 6th
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予選

Kei Cozzolino Takuro Shinohara

篠原 拓朗ケイ･コッツォリーノ
DRIVERS’ COMMENTS

/ QUALIFYING

まずはＱ１を通過できたので、本当にほっとしています。
公式練習の時から予選にかけて、気温も路温も上がり
ましたが、そこにダンロップさんのタイヤがマッチして、
予選は非常に良い感触で走ることができ
ました。また、ケイ選手のＱ２アタックも
さすがの一言でした。
明日の決勝は良いポジションからスター
トできるので、着実に 1つ 1つ上位を
狙えるように頑張ります。

今回の予選は、PONOS RACINGとしてベストな予選
リザルトになったと思います。まずはその結果が出たこ
とに満足しています。ただ、同じダンロップ勢がワンツー

のタイムを残しているので、まだまだ僕ら
に足りないスピードがあると感じました。
また、僕個人としては初めてＱ２を経験で
き、予選でのバランスも初めて知る事が
できたので、自分とチームが今後取り組む

べきポイントが明確になりました。
明日は今日よりも気温が上がる事が
予想されており、路面温度が上がれ
ば上がるほど、我々には有利に働
き良いレースができると思います。

開幕戦岡山での厳しいコンディションの中でのレースを経
て、多くの課題と学びを得て第２戦 富士スピードウェイに
臨んだ。ケイ・コッツォリーノと篠原拓朗のコンビで戦う
体制となり、富士スピードウェイでは初の本格的なドライ
コンディション下でのアタック。５月２日 ( 土 )、快晴に恵
まれた予選日には大勢のファンがサーキットに集まり、大
きな期待のなかセッションが始まった。

この日の富士スピードウェイは、朝から晴天が広がる絶好
のモータースポーツ日和。午前９時から公式練習が行われ
た。PONOS FERRARI ２９６は、まずケイ・コッツォリー
ノがステアリングを握ってコースインし、２２周を走行。
その後、篠原拓朗に交代し、両者あわせて合計５０周を消化。
タイヤのフィーリングやマシンバランスの確認を重ねつつ、
午後の予選へ向けてセットアップを詰めていった。
午後 2 時４８分からは公式予選がスタート。気温２０℃ /
路面温度３５℃というコンディションのもと、Q１は篠原拓
朗が担当。落ち着いた走りで 1分３６秒１７３を記録し、
Ｑ１Ｂ組で４番手につけＱ２進出を決めた。
続くＱ２ではケイ・コッツォリーノがマシンに乗り込み、
経験に裏打ちされたアグレッシブな走行で 1 分 35 秒 737
の好タイムをマーク。

天候：晴れ / 気温：20℃
路面温度：35℃ 

予選は安定感のある走行で予選5番手を獲得し
決勝への期待が高まる 

Ｑ２内でも 5番手となり、PONOS FERRARI ２９６は
予選５番手という上位グリッドを獲得した。

昨年も好成績を収めた富士で、今年も変わらぬスピードと
安定感を披露した PONOS RACING。
初のコンビとなる篠原拓朗とケイ・コッツォリーノの連携
も順調で、決勝ではさらに上位を狙う走りに期待がかかる。
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決勝

Kei Cozzolino Takuro Shinohara

篠原 拓朗ケイ・コッツォリーノ
DRIVERS’ COMMENTS

/ RACE

快晴に恵まれた５月３日 ( 日 ) の富士スピードウェイには、
４万９２００人のファンが詰めかけ、２日間合計で８万
２５００人の来場者数を記録。気温２４℃、路面温度３８℃
とコンディションも良好な中、午後２時１８分、第２戦
『FUJI GT ３Hours RACE GW SPECIAL』がスタートした。

P５という好位置からの決勝を迎えた PONOS FERRARI 
２９６、スタートドライバーはケイ・コッツォリーノが担当。
序盤から安定したペースを刻みつつ、勝負所となった１９
周目にはフルコースイエロー（FCY）前の絶妙なタイミン
グでピットインを敢行。他車に対して大きなアドバンテー
ジを築くことに成功し、一時はトップに立つ場面も見せる
など、戦略が冴えわたる展開となった。

６２周目に篠原拓朗へとバトンが渡り、冷静かつ安定した
走りでチームの期待に応えたが、終盤にかけての展開でポ
ジションをキープしきれず、最終的に６位でフィニッシュ。
ベストラップはケイ・コッツォリーノが記録した１分３７
秒５６８。一時はトップに立つ快走を見せながらも、悔し
い６位という結果に終わった。

今回は６位でレースを終えポイントを獲得する事が
できましたし、チーム全体でミスなくレースを終え
られたことが、まず第一に良かったと思います。
僕がこのチームに加入して 2戦目ですし、
チームとしてもダンロップさんのドライ
タイヤで走る初めてのレースとなり、学ぶ
ことがたくさんあったと思います。
またここから先に向けて、今日学んだことを
活かして、より良い順位でシーズンを
戦っていけるように頑張って
いきます。

チームとして、今回はダンロップさんと挑んだ、初めて
のドライコンディション下での決勝でした。
今年のベストリザルトとなった結果については、素直に

喜びたいです。ただダンロップさんのタイ
ヤを使うチームと比べて、ラップタイムが
伸ばしきれていなかったことで、私たちの
チームの課題を明確にしてくれたレースに
もなりました。

次戦のRd.3 セパンに向けては、
タイヤ選び、そしてマシンのセット
アップを含めて、しっかりと準備し
て、今回掴みきれなかった結果を
目指していきたいです。

内容あるレース展開で大きな手応え、
戦略冴えるも悔しい6位入賞

しかし、結果以上に、戦略面やドライバーの対応力、マシ
ンバランスの内容面を含めて、チーム全体で得られた収穫
は大きく、悔しさの中にも今後の可能性を感じさせる一戦
となった。さらなるパフォーマンス向上が見込まれる
PONOS RACING。今後の飛躍に向けて、確かな一歩を刻
んだ富士のレースだった。

天候：晴れ / 気温：24℃
路面温度：38℃ 
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辻子依旦 

DIRECTORS’ COMMENTS

PARTNERS�

チーム総監督

Yorikatsu TSUJIKO
小河原宏一 
チーム監督

Koichi OGAWARA

まず結果以上に、内容のある良いレースが
できたことに満足しています。ダンロップ
さんとの１シーズン目で、公式練習では天
候に恵まれる事が少なく、ドライでのデー
タが多くはなかったものの、予選までの間
にタイムを残せ手応えを感じていました。
決勝の展開でも抜群のタイミングでピット
を選択でき良い形でレースを進められまし
たが、結果に繋げる事ができず非常に悔し
い気持ちです。ただ今回の経験からダン
ロップさんとの連携を一層強化すればチー
ム、マシンを向上させられる事が明確に
なったので、今後は非常に楽しみな展開が
見えてくると思います。

今週末の予選は、過去最高位 5位を獲得し、
非常に良いスタートをきれました。決勝で
は、ここしかないというタイミングでピッ
トインする事ができ、一時はレースリー
ダーの位置までポジションを上げる事がで
きました。残念ながら、車のポテンシャル
を引き出しきる所までは行けず、6位で
レースを終えましたが、まだ 2戦目ですし、
昨年よりも良いレースができていると感じ
ています。チームとして様々な良い経験が
積め、常勝チームを目指すための課題が明
確になりました。今後の残る 6戦の中で向
上させていき、結果に繋げます。
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